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Ⅰ．はじめに

　森林を複層林へ導く，いわゆる誘導伐の一つとして帯状伐採が
ある。帯状伐採地は大面積皆伐地と異なり，伐採地が周囲の森林
に囲まれその距離が近い。このため森林の多面的機能を維持しな
がら施業を実施する方法の一つとして期待されている。しかしな
がら林内と伐採地両方の環境特性が複雑に影響しあうため，実態
については不明な点が多い。著者らは 2011 年 11 月から帯状伐採
実施予定地の林内において日射量，気温・湿度，風向・風速，地
温等を観測している。2013 年 3 月に伐採が終了し，伐採作業期
間を除いて観測を継続中である。ここでは伐採前と伐採後 4 か月
間のデータを取りまとめた結果と考察を報告する。

Ⅱ．観測地および観測方法の概要

　観測地は，熊本県菊池市木護の標高約 700m の国有林に設定し
た。斜面は南東向きで，伐採範囲は尾根から谷付近の林道まで斜
面長約 100m，幅 40m，勾配は斜面中腹で 40 度に近い。樹種は
斜面下部がスギ，上部はヒノキで，平均樹高は約 17m である。
またほぼ同時期に同じ斜面を 500m 程西側に離れた場所で，幅
130m の伐採が行われた。以下では帯状伐採地を「Ａ区」，幅
130m の伐採地を「Ｂ区」と呼ぶことにする。Ａ区，Ｂ区におけ
る観測点の位置を示す（図－ 1）。加えて気象露場（MS）を A
区から約 1km 西側に離れた林道脇の無立木地に設けた。Ａ区，
Ｂ区の中央観測点を A 1，B 1，各区の無施業地の代表として AC，
BC を配置し，その他 A 区には林縁からの距離と尾根からの距離
を変えた観測点（A 2～ A 5）を配置した。
　観測機器の設置概要（図－ 2）を示す。いずれも米国 Onset 社
の機器を使用して 1 分毎に記録値を読み取り，その値を 5 分毎に
平均してデータロガーに収録した。
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　帯状伐採は伐採面積が大面積の伐採に比較して狭く，周囲の森林の影響をより強く受けると予想する。しかしその実態はまだ不明な点
が多い。本研究では帯状伐採地で日射量，気温・湿度，風向・風速，地温等を観測して伐採による環境の変化を調べた。本報告ではこれ
までに伐採前後 4 か月間のデータを整理したので，その結果を記す。伐採地では伐採前または隣接する残存林帯内と比較して日射量，地
温が明瞭に高くなった。また気温は月平均値では大きな変化はなかったが日較差は大きくなった。伐採地内の日射量は残存する林帯から
の距離に応じた分布を示した。しかしその他の気象要素は日射量の分布と必ずしも連動しなかった。
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図－１．観測点の位置

図－２．観測機器の配置概要
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Ⅲ．結果と考察

　はじめに伐採前の 2012 年 1 月から伐採後の 2013 年 7
月末までの日射量，気温，地温の月平均値を示す（図－
3，4 ａ，4 ｂ，5 ａ，5 ｂ）。
　気象露場（MS）の日射量は季節変動が大きいが AC
および伐採前の A 1～ A 5 は日射量の絶対値が小さい。
しかし伐採後は AC を除いて大きく増加した。伐採地内
では林縁に近い A 5 が最も小さく，次いで A 4 が小さ
かった。このことは伐採地内でも林縁に近いほど日中の
日照時間が短く抑制されたためといえる。
　伐採後の気温は林内の AC が最も低く，その他は観測
点による違いは小さい（図－ 4 ａ）。AC と伐採地との
差は 1 ℃程度であった（図－ 4 ｂ）。春から夏にかけて
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図－３．月平均日射量
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図－４ｂ．月平均気温の拡大図図－ 4 ａ．月平均気温

図－５ａ．月平均地温 図－５ｂ．月平均地温の拡大図

A5 A4 A1 air
Date Time A5 Temp A5 SR A5 WS Date Time A4 Temp A4 SR A4 WS Date Time A1 Temp A1 SR A1 WS

Jan-12 0.27 4.77 0.08 Jan-12 0.24 3.58 0.13 Jan-12 0.28 4.48 0.16
Feb-12 0.87 4.71 0.07 Feb-12 0.86 3.22 0.08 Feb-12 0.89 4.26 0.09
Mar-12 5.51 6.62 0.12 Mar-12 5.53 4.03 0.10 Mar-12 5.52 5.69 0.13
Apr-12 10.69 9.50 0.14 Apr-12 10.69 5.28 0.20 Apr-12 10.67 8.88 0.18
May-12 14.88 7.96 0.15 May-12 14.86 4.83 0.11 May-12 14.83 8.60 0.12
Jun-12 18.02 4.21 0.17 Jun-12 18.00 2.62 0.10 Jun-12 18.00 4.57 0.20
Jul-12 21.92 4.18 0.12 Jul-12 21.89 2.72 0.01 Jul-12 21.89 5.09 0.06

Aug-12 22.81 5.98 0.16 Aug-12 22.79 3.36 0.09 Aug-12 22.81 5.79 0.06
Sep-12 19.00 5.82 0.12 Sep-12 18.96 3.49 0.04 Sep-12 18.97 5.35 0.04
Oct-12 13.85 7.22 0.25 Oct-12 13.80 4.79 0.04 Oct-12 13.63 6.34 0.03
Nov-12 6.28 4.58 0.15 Nov-12 6.23 3.38 0.03 Nov-12 6.79 4.27 0.02
Dec-12 2.12 3.67 0.12 Dec-12 2.08 3.10 0.03 Dec-12 2.12 4.02 0.03
Jan-13 0.34 5.39 0.10 Jan-13 0.32 4.16 0.02 Jan-13 0.37 5.39 0.03
Feb-13 6.87 3.11 0.13 Feb-13 6.85 2.32 0.00 Feb-13 3.06 7.80 0.01
Mar-13 9.76 97.60 0.43 Mar-13 9.62 119.87 0.39 Mar-13 8.09 125.56 0.29
Apr-13 10.64 107.66 0.52 Apr-13 10.00 133.75 0.63 Apr-13 10.10 161.00 0.69
May-13 16.82 142.47 0.63 May-13 16.71 185.98 0.65 May-13
Jun-13 19.87 81.99 0.75 Jun-13 19.78 97.96 0.71 Jun-13 19.88 107.84 0.73
Jul-13 23.56 82.96 0.47 Jul-13 23.36 111.22 0.48 Jul-13 23.50 131.98 0.80

Aug-13 24.45 105.30 0.39 Aug-13 24.20 136.98 0.33 Aug-13 24.38 159.52 0.46
Sep-13 20.95 107.49 0.76 Sep-13 20.85 135.64 0.52 Sep-13 21.16 166.30 0.46
Oct-13 15.90 77.16 0.91 Oct-13 15.84 106.41 0.67 Oct-13 16.15 130.23 0.54
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のデータのため林内の気温が相対的に低くなったと考えられる。
また後述するが，伐採地では気温の日較差が大きく，それらを平
均した上での差が 1℃程度であった。
　伐採後の地温について，伐採地では AC に対して 2～3℃の上
昇が見られた（図－ 5 ａ，5 ｂ）。日射の増加によって地表面温
度が上昇し，地温も上昇したことが示唆される。ただし，日射量
は林縁からの距離に対応した分布を示したが地温は同様の分布を
示さなかった。このことは，地温が地中鉛直方向に大きく変化す
ることから地温計の深度の僅かな差や，地表面の土砂移動および
地温計周囲の植生等の不均一さが影響したと考えられる。同様に
伐採地内の月平均気温もこれまでのところ日射量とは必ずしも連
動した分布となっていない。地表面は日射によって暖められるが，
その上層の気温は容易に撹乱を受けるものと推測している。
　次に伐採地中央 A 1 の地温日平均値の分布が伐採前後で増加
した具体例を示す（図－ 6）。使用したデータは伐採前が 2012 年
4 月，5 月，伐採後が 2013 年 4 月，5 月である。いずれも林内の
AC を比較の基準とした。伐採前は，同じ森林内の環境にあるた
め 2 点間の差はほとんどない。しかし伐採後は伐採地の A 1 が

明らかに高くなった。
　伐採後Ａ区内における気温・地温の日最高と日最低値の各上位
10 日の平均値と日較差の平均値を表－ 1 に示す。伐採地は AC
と比較して最高気温が高く，逆に最低気温が低い傾向になり，日
較差が大きくなった。林内は日中の日射が遮断され，夜間には地
表面からの放射が抑制されるため，気温の上昇・下降が伐採地に
比較して緩和された結果と考えられる。伐採地の最高地温は気温
同様に高いが，最低地温は AC より高かった。この傾向が冬期間
にどのようになるか調べる必要がある。
　伐採前後の風について，2012 年と 2013 年の 4 月～7 月の期間
を春期と夏期に分けて比較した。期間中の 5 分間平均風速が
0.2m・s- 1 以上を記録した場合を抽出して，その風向分布を示す

（図－ 7 ａ，7 ｂ）。Ａ区は AC を除いて概ね同様の変化であった
ので A 1 の結果のみ示す。また変化の特徴を把握するため B 1 の
結果も用いる。伐採後Ａ区，Ｂ区共に 0.2m・s- 1 以上の風が増えた。
伐採地になったことで風がよく通り抜けたことを示している。Ａ
区はＢ区に比較して南東方向からの風が集中的に増えたことが分
かる。この方向はＡ区の伐採帯方向と一致し，伐採後に開けた空

表－1 ．Ａ区の2013 年4～7月における最高・最低
　　　　温度と日較差

地点
気温（℃） 地温（℃）

最高 最低 日較差 最高 最低 日較差
AC 26.4 1.6 5.9 22.7 5.0 1.5 
A1 31.6 0.8 10.0 26.7 8.7 2.2 
A2 31.5 1.0 9.2 28.7 6.7 4.8 
A3 31.3 0.2 10.0 29.5 7.0 4.2 
A4 31.7 0.8 9.5 29.1 7.1 4.4 
A5 33.0 2.2 9.5 29.4 7.2 3.8 
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図－７ａ．　伐採前後Ａ区における風向頻度 図－７ｂ．　伐採前後Ｂ区における風向頻度
いずれも春は４月，５月　夏は６月，７月

図－６.　伐採前後の地温 AC：A 1 の関係
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間では両側の林縁によって風の流れが強く影響を受けたものと考
えられる。一方，Ｂ区は南側からの風向が多いものの比較的分散
した傾向である。伐採幅が広いため両側の林縁の影響が比較的小
さかったと考えられる。

Ⅳ．おわりに

　本研究では，伐採前から伐採後 4 カ月までのデータを用いて解
析した結果を示した。日射，気温，地温，風向・風速のいずれも
伐採前後で変化が現れた。伐採地内の日射量は，太陽－樹冠－地

表面の位置関係でほぼ決まることが別の研究から示されており
（1），本研究でも同様の結果であった。しかしその他の気象要素
については，月平均値で見ると林縁からの距離による分布は明ら
かでなかった。一方，風向・風速についてはＡ区とＢ区で伐採後
に異なった変化を示した。伐採の幅は日射量の他に気温や地温に
も影響を与える可能性がある。
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